
１．先進的ごみ減量等モデル事業 （円） （円） （円）

番号 申請事業名 申請者名等 事業概要 事業実績（成果・達成度） 補助申請額 交付決定額 確定額

エコ友kizu×子ども食堂＠高の原 145,520

代表　島中　千住代 申請額

6丁目生ごみ堆肥の会 300,000

代表　佐々木　重規 上限額

kichi_lab_art 300,000

代表　佐藤　淳 上限額

木津川市こどもエコクラブサポーターの会 235,710

代表　立花　志保 申請額

木津高校農業クラブ 300,000

校長　西田　隆 上限額

1,918,224 1,281,230 1,131,861

２．地域内ごみ減量等推進事業 （円） （円） （円）

番号 申請事業名 申請者名等 事業概要 事業実績（成果・達成度） 補助申請額 交付決定額 交付決定額

特定非営利活動法人
加茂女 82,000

理事　曽我　千代子 申請額

塚穴会 66,960

代表　佐々木　重規 申請額

148,960 148,960 148,960

３．地域型ふれあい収集事業 （円） （円）

番号 申請事業名 申請者名等 事業概要 事業実績 補助申請額 交付決定額

申請無し

0 0

（円）

2,067,184

1,430,190

1,280,821実 績 報 告 確 定 額 合 計

150,520

241,609

300,000

235,710

204,022

82,000

66,960

小計

補 助 申 請 額 合 計

交 付 決 定 額 合 計

2 環境施設のバス見学会
廃棄物処理施設を見学し、ごみ処理に対する理解を深めることで、今後のごみの減量
化につなげる。

66,960

小計

小計

1 手仕事でリサイクル
使い捨ての習慣を改めるため、再利用して使えるものを使って、手仕事で素敵な物を
作る教室を開催する。

82,000
新聞、牛乳パック、古着など不用品を活用し、バッグやお皿、人形など自分で手作り
すれば楽しく、不用品も価値あるものに生まれ変わるというメッセージが発信でき
た。

5
給食残渣の活用から目指す！
食品ロスの削減と再資源化

学校給食堆肥で野菜を生産し、ＡＢＣマーケットでの販売を通して、家庭を含めた食
品廃棄物の資源循環モデルを構築する。また、学校給食堆肥のオリジナルパッケージ
を試作し、家庭での利用を促すとともに、資源循環に関する意識調査を実施する。

824,760

イベント時にリユース容器を利用することによりペットボトルや使い捨て容器などの
よるごみ減量を実践できた。また、使い捨てない暮らしの実現のために２Ｒ（リユー
ス、リデュース）の推進が不可欠であることについて啓発活動を通じ、情報発信がで
きた。

市内の学校給食から発生した調理残渣等を利用した堆肥で野菜を栽培し、その野菜を
販売する機会にこの堆肥の配布、啓発を行った。また、堆肥を使用した土壌を分析し
た結果、土壌活性度が非常に高くなっていることが判り、有機農業に活用できること
が確認でき、今後広くアピールできる足がかりを得た。

「もってけドロボー蚤の市」開催を通じ、不要だが古くて良いもので捨てられないを
手助け、また、家にある不要なごみをアート資源になることが発見できた。これらを
通じ、交流を深めることができた。

4
ミライへの第一歩　使い捨て
ない暮らし方へ

プラスチック製使い捨て容器の削減に向け、木津川市産茶葉でお茶を淹れる教室を開
催する。あわせて、リユース食器の利用、使い捨て容器の排出量調査、使い捨て容器
に関する学習用教材の作成を実施する。

235,710

実際にごみ処理施設を見学することにより、ごみ処理の実態が理解でき、ごみの減
量・分別の必要性が理解できた。

市民提案型ごみ減量活動等補助金　交付決定実績一覧（令和元年度）

1 「子ども」と「食」と「SDGｓ」
学校給食堆肥で育てた野菜の規格外品を子ども食堂で有効活用し、調理残渣減量レシ
ピを考案・普及させる。
子供たちが生産に関わる中で、SDGｓとの関連を学ぶ。

145,520

京大農場で、給食堆肥の活用実証（ブロッコリー栽培）を行うとともに、京大名誉教
授による「堆肥とSDGsの関連性」の講演を通じ、残飯を堆肥として利用すれば、ごみ
の減量化と再資源化が可能となることを学んだ。
また、子ども食堂では、活動のなかで生ごみ減量のための「もったいないメニュー」
を考案した。

2 生ごみ堆肥化
地域内の家庭にEMコンポストを設置して生ごみを1次処理し、2次処理拠点に集積して
堆肥化する。
できた堆肥は地域で活用する。

357,715

3 もってけドロボー蚤の市

「もってけドロボー蚤の市」と題し、不要な古くても良い物を募集し、SNSでの情報
発信や会場での展示により必要な方へつなげる。
残ってしまった物はリサイクルアートに変身させ、本にまとめて作品集をギャラリー
展示し、事業をPRする。

354,519

家庭から出る生ごみ、生垣などの剪定くずを堆肥化し、可燃ごみを減少させるととも
に、悪臭等もなく良質の堆肥をつくることができた。
会員数においては、目標２３人に対し、１５人にとどまった。
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